
解答類型【小学校５年生算数】
Ｂ　主として「活用」に関する問題

◎…解答として求める条件をすべて満たしている正答
○…設問の趣旨に即し必要最小限の条件を満たしている正答

問題番号 解 答 類 型 正答

1 （1） １ ・１と解答しているもの

２ ・２と解答しているもの

３ ・３と解答しているもの ◎

９ ・上記以外の解答

０ ・無解答

（2）（正答の条件）
次の①，②，③，④の全てを書いている。
① 24 が３×８または８×３であることを示す式や言葉
② 37 × 24 の積が 37 ×３の８倍であることを示す式や言葉
③（37 × 24 の積が）111 の８倍であることを示す式や言葉
④積が 888 であることを示す数や言葉

（正答例）
・37×24＝37×（３×８）

＝（37×３）×８
＝111×８
＝888

・37 × 24 の 24 は３×８と考えることができます。すると，37 × 24 の積は 37
×３の８倍の大きさになります。だから，積は 111 の８倍の 888 になります。

１ ・さとしさんの説明（式のみで説明）を基に①，②，③，④の全てを書いて
いるもの ◎

２ ・よし子さんの説明（式と言葉で説明）を基に①，②，③，④の全てを書い
ているもの ◎

３
・さとしさんの説明を基に①，②，③または①，②，④を書いているもの
・①で 24 を６×４とみて，②，③，④または②，③または②，④を書いて

いるもの
○

４
・よし子さんの説明を基に①，②，③または①，②，④を書いているもの
・①で 24 を６×４とみて，②，③，④または②，③または②，④を書いて

いるもの
○

５ ・②，③，④または①，②または②，③または②，④または②を書いている
もの

６ ・①，③，④または①，③または①，④を書いているもの

７ ・計算の工夫を書いているが，37 ×３＝ 111（37 ×６＝ 222）を基にしてい
ないもの

８ ・37 × 24 を筆算で計算しているもの

９ ・上記以外の解答

０ ・無解答



問題番号 解 答 類 型 正答

2 （1） １ ・１と解答しているもの（４cm，４cm，４cm，７cm）

２ ・２と解答しているもの（４cm，５cm，７cm，７cm）

３ ・３と解答しているもの（４cm，５cm，６cm，７cm）

４ ・４と解答しているもの（４cm，４cm，７cm，７cm） ◎

９ ・上記以外の解答

０ ・無解答

（2）（正答の条件）
次の①，②の全てを書いている。
①地図には平行四辺形（ＥＦＧＨ）があること
②「向かい合った２組の辺の長さがそれぞれ等しい」という特徴があること

（正答例）
・地図には平行四辺形ＥＦＧＨがあります。

平行四辺形には，向かい合った２組の辺の長さがそれぞれ等しいという特ちょ
うがあります。

１ ・①，②の全てを書いているもの ◎

２ ・①，②を書いていて，②以外の平行四辺形の特徴も書いているもの

３ ・①を書いていて，②以外の平行四辺形の特徴を書いているもの

４ ・①を書いているもの

５ ・②を書いているもの

６ ・②を書いていて，②以外の平行四辺形の特徴も書いているもの

７ ・②以外の平行四辺形の特徴を書いているもの

８ ・地図から平行四辺形以外の図形を見いだして書いているもの

９ ・上記以外の解答

０ ・無解答

3 （1） １ ・午前９時 45 分，午前９時 55 分と解答しているもの ◎

２ ・午前９時 45 分と解答しているもの
・午前９時 55 分と解答しているもの

３ ・午前９時 45 分，午前９時 55 分，午前 10 時 10 分と解答しているもの

４ ・午前 10 時と解答しているもの

９ ・上記以外の解答

０ ・無解答

（2）（正答の条件）
次の①，②，③のすべてを書いている。
①ハンカチを買ったときの残金や，ハンカチともう１種類の品物を買ったとき

の合計金額
②消しゴム（最も安い品物）を買う場合について調べる説明
③数値の大小比較

（正答例）
・ハンカチを買うと 500 － 350 ＝ 150 で，使える金額の残りは 150 円です。残り

の３種類の品物の中で一番安い消しゴムは 200 円で，150 円よりも高い。
だから，ハンカチを買うと，もう１種類の品物を買えない。



問題番号 解 答 類 型 正答

１ ・①，②，③のすべてを書いているもの ◎

２ ・①，②，③のすべてを書いて，ボールペンを買う場合，ノートを買う場合
の両方について調べる説明を書いているもの ◎

３ ・①，②を書いているもの ○

４ ・買うことができる組み合わせが２通りであることを書き，その組み合わせ
と合計金額，500 円との大小比較を書いているもの ◎

５ ・買うことができる組み合わせが２通りであることを書き，その組み合わせ
と合計金額を書いているもの ○

６ ・類型１から類型３で，式の表現や計算などに誤りがあるもの

７ ・①を書いて，ボールペンを買う場合，ノートを買う場合の両方，または，
いずれか一方について調べる説明を書いているもの

８ ・①を書いているもの
・②を書いているもの

９ ・上記以外の解答

０ ・無解答

4 （1） １ ・９と解答しているもの ◎

２ ・13 と解答しているもの

３ ・10 と解答しているもの

４ ・12 と解答しているもの

９ ・上記以外の解答

０ ・無解答

（2）（正答の条件）
12 が４と６の公倍数であることを書いている。

（正答例）
・12 は，４と６の最小公倍数です。

１ ・12 が４と６の最小公倍数であることを書いているもの ◎

２ ・12 が４と６の公倍数であることを書いているもの ◎

３
・倍数という用語を用いて，12 が２つの数に共通の倍数であることを書い

ているもの
例　12 は，４と６の倍数です。

○

４
・倍数という用語を用いずに，12 が２つの数に共通の倍数であることを書

いているもの
例　12 は，かけ算の４の段の答えでも，６の段の答えでもある数です。

○

５
・12 が４または６の倍数であることは書いているが，２つの数に共通の倍

数であることは書いていないもの
例　12 は，４の倍数です。

６ ・用語を誤って用いているもの
例　12 は，４と６の最大公倍数です。

９ ・上記以外の解答

０ ・無解答



問題番号 解 答 類 型 正答

5 （1） １ ・答えを６と解答し，棒グラフで６cm を表す棒をかいているもの ◎

２ ・答えを６と解答し，棒グラフで 12cm を表す棒をかいているもの

３ ・答えを６と解答し，棒グラフで類型１，類型２以外の棒をかいているもの
・答えを６と解答し，棒グラフが無解答

４ ・答えを 10 と解答しているもの

９ ・上記以外の解答

０ ・無解答

（2）（正答の条件）
次の①，②の両方を書いている。
①折れ線グラフの の部分の変わり方についての，線の傾きの説明や数値
②棒グラフ４の の部分の身長の伸びについての，棒の高さの説明や数値

（正答例）
・折れ線グラフでは，２年生から３年生より，３年生から４年生の方が線のか

たむきが急になっているから，身長ののびが大きくなっている。
しかし，棒グラフ４では，２年生から３年生までの棒の高さと，３年生から
４年生までの棒の高さが同じだから，身長ののびは同じ。

１ ・①，②の両方を書いているもの ◎

２ ・類型１で，記述の内容に誤りがあるもの

３ ・①を書いているもの

４ ・②を書いているもの

５ ・類型３，類型４で，記述の内容に誤りがあるもの

９ ・上記以外の解答

０ ・無解答

（3） １ ・１と解答しているもの ◎

２ ・２と解答しているもの

３ ・３と解答しているもの

９ ・上記以外の解答

０ ・無解答


